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今日はパスト会長から、これまでのいろいろなお話をお聞かせ
いただけることと楽しみにしています。

宮﨑登志行さん、宮澤キヨ子さん、味戸誠一郎さん、長尾勉さ
ん、小林悦子さんにカードとプレゼントをお渡しします。
今日は全員が出席されています。

会長挨拶 佐藤 功一 会長

２月の誕生祝 佐藤洋子 親睦活動委員

総　　　員　36名

出　席　率　44.44％

前回修正率　38.89％

出席
16名欠席

20名

出席報告 小林悦子 副委員長

    宮﨑登志行　    味戸誠一郎　    増子ふみえ　    采女真弓
    宮澤キヨ子　     小林真砂子　    佐藤洋子

　 佐藤　功一▶蔭山寿一さん、宮﨑登志行さん、“パスト会長の
　　　　　　　思い出”よろしくお願いいたします。
　 鈴木かおる▶もう2月になりました。あと数ヶ月で今年度も終
　　　　　　　わりです。出席よろしくお願いいたします。
　 岩山　慎一▶蔭山、宮﨑両氏のスピーチ楽しみです。
　 蔭山　寿一▶今日は早退させていただきます。
　 橋本　弘幸▶蔭山さん、宮﨑さん、本日楽しみにしています。
　　　　　　　よろしくお願いします。

スマイルＢＯＸ報告 佐藤洋子 委員長

▶開会点鐘　▶国歌斉唱　▶ロータリーソング「奉仕の理想」
▶ロータリーの目的・四つのテスト唱和　味戸誠一郎さん

プログラム／会員卓話「パスト会長の思い出」

蔭山さんと宮﨑さんに会長時代の思い出をお話しいただきます。

私は 2011-12 年度会長をさせてい
ただきました。安中会長年度の
2011 年に震災が起き、通常は 3 月
にある会長になるための勉強会
（PETS）が中止となりました。その
ために他クラブの会長エレクトも何

をすれば良いのか誰も分かりませんでした。
その中で私が最も感謝したい人は、安中会長年度に続き 2 年間
の幹事を引き受けてくれた宮﨑さんです。もちろん会員の皆さん
に支えていただき、事務局の國分さんにも大変お世話になりまし
た。事務局は商工会議所ビルにあり、被災により書類が散乱して
入れない状態でした。事務局の整理・移転に関しては安中さん
がやってくださいました。
震災後に友好クラブの岸和田東 RC はじめ幸手中央 RC、富来
RC、小牧 RC などから支援をいただきました。小牧 RC からは創
立 45 周年記念事業として福島県を支援したいとの申し出をいた
だきました。その後、小牧 RC で福島の状況を話しました。伊勢
神宮に関係しておられる記念事業担当委員長と親しくなり、伊勢
神宮遷宮の際の内宮と外宮の起工式の写真を頂戴しました。
震災後で私自身も忙しい中で、今考えてもよくいろいろな事業を
行ったものだと思います。皆さんの協力に感謝してもしきれない
1 年間でした。大変でしたが、素晴らしい経験をさせていただい

理事会報告・幹事報告 鈴木かおる 幹事

プログラム紹介 橋本弘幸 長期計画委員長

蔭山寿一さん
2011 - 2012年度会長

① 3月のプログラムが本日の理事会で承認されました。
　3月7日のアーバンナイトひなまつりはエルマールで開催します。
　アクセス手配のため早めにご案内します。
② ロータリー手帳をご希望の方はお申し込みください。
③ 来週の例会は18日(日 )のＩＭに変更されます。
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粋成浩児さん

▶閉会点鐘

ロータリー財団寄付者

■鈴木かおる　■采女真弓　■橋本弘幸　■宮﨑登志行
■佐藤功一

ポリオ寄付者

■蔭山寿一

米山記念奨学会寄付者

■宮澤キヨ子　■味戸誠一郎　■津野順子　■采女真弓
■宮﨑登志行　■橋本弘幸　■佐藤功一　■増子ふみえ
■佐藤洋子　■白岩邦俊　■蔭山寿一

たものと思います。
今年の冬の寒気団により、水道凍結があちこちで起きています。
ボイラーには凍結防止装置がついていますが、電源を切ってしま
うと働きませんので、電気のブレーカーは下ろさないでください。
循環装置が働いて自動で水を循環させますので、お風呂の水は
抜かないでください。長く留守にする場合は、水抜き栓で水を抜
くなど水道凍結にご注意ください。

蔭山さんから自宅でできる寒波対
策の話がありました。空き家の水道
管破裂が多いようですので、空き
家対策も必要なようです。
会長の思い出ということですが、昨
年終わったばかりです。私が入会し

たのは 2006 年です。社長を交代し、JC や PTA 会長などの対外
的役職を終えた頃に、土屋繁之先生と味戸誠一郎さんから勧誘
され、味戸会長年度に入会しました。
昨年度のキーワードは「不易流行」としました。変えてはいけな
いものと、時代に合わせて変えていくものをしっかり見極めて進
めていかなければならないという思いからです。前年の小口年度
は創立 20 周年でした。記念式典、記念事業を終えて、21 年目
の会長として、基本的な歴史をしっかり踏まえた上で、これからど
う活動していくのが良いのかを考えていかなければならないと思
いました。昔を知る会員が少なくなる中で、会員が共通認識し、
これからどう活動していくかを考える年にしたいと思い、橋本長期
戦略委員長に戦略計画をお願いしました。
昨年度は「楽しいロータリー活動」を方針としました。ロータリー
の基本は、例会に出席して同じ時間を共有することであり、それ
が楽しくなければいけないと思います。出席率を上げるために、
あまり出席していない方への働き掛けも必要かと思います。昨年
度は采女幹事にしっかりと支えていただき、例会に一度も出席し
なかった方が一人もいませんでした。
ロータリーに入会して一番強い思い出は、安中年度の幹事を務
めた時に起きた東日本大震災です。当時は商工会議所の中に
6RC の合同事務局があり、持ち回りの担当がたまたま安中年度
でした。そのために震災直後に事務局の中に入りました。その
後に初瀬さんの現在の事務局に移転することになりました。
翌年の蔭山年度でも幹事となり、2年続けて幹事を務めましたが、
私は欠席の多い不良会員でした。安中年度に何度か欠席した時
には、副幹事や幹事経験者の小林由拓さんにお願いしました。
昨年の会長年度も100％出席はできませんでした。
郡山アーバン RC 杯中学野球大会、聴覚支援学校や希望ヶ丘学
園への支援、新竹東北区 RCとの共同事業など、他クラブに比べ
て継続事業が多いように思います。また、友好クラブの岸和田東
RC、姉妹クラブの新竹東北区 RC、そのほかに幸手中央 RC、富
来RC、小牧RC、東京六本木RCなど、ご縁があって親しくお付

プログラム／会員卓話

き合いするクラブが多くあります。奉仕の機会や多くの方とのお
付き合いはもちろん良いことですが、予算的に厳しくなっている
ことが現状であり、事業や予算等の見直しをする時期になってき
ているように感じます。
4 月の創立記念例会に、今年も新竹東北区ＲＣから会長ご夫妻
と張さんはじめ何人かが来られる予定です。台湾では5月に会長
の交代式が大きな事業として行われます。今年も佐藤会長に招
待状が届くと思います。
新竹東北区ＲＣとのお付き合いは、小口会長年度に義理の弟さ
んが入会された時から始まりました。震災の時にいち早く義援金
を送ってくださったこともあり、鈴木かおる会長年度に正式に姉
妹クラブの調印式を行いました。毎年行き来をさせていただいて
おります。昨年は予定していた日程が 1 週間ずれてしまうなど、
若干負担になることもあるようにも思いますが、いろいろな活動
やつながりを大切にしていきたいと思っております。
今年は中央分区で「一本の水路」のアニメーションを作る計画が
あり、私も委員となっています。
ロータリーでは「返事は『はい』」とよく言われます。それぞれの
事情もある中での組織運営の難しさも感じますが、幹事を務めた
時に元会員からこと細かく教えられ、いろいろな活動をする中で、
ようやく分かってきたように思います。

蔭山さんと宮﨑さんに会長時代の思い出をお話しいただきます。

私は 2011-12 年度会長をさせてい
ただきました。安中会長年度の
2011 年に震災が起き、通常は 3 月
にある会長になるための勉強会
（PETS）が中止となりました。その
ために他クラブの会長エレクトも何

をすれば良いのか誰も分かりませんでした。
その中で私が最も感謝したい人は、安中会長年度に続き 2 年間
の幹事を引き受けてくれた宮﨑さんです。もちろん会員の皆さん
に支えていただき、事務局の國分さんにも大変お世話になりまし
た。事務局は商工会議所ビルにあり、被災により書類が散乱して
入れない状態でした。事務局の整理・移転に関しては安中さん
がやってくださいました。
震災後に友好クラブの岸和田東 RC はじめ幸手中央 RC、富来
RC、小牧 RC などから支援をいただきました。小牧 RC からは創
立 45 周年記念事業として福島県を支援したいとの申し出をいた
だきました。その後、小牧 RC で福島の状況を話しました。伊勢
神宮に関係しておられる記念事業担当委員長と親しくなり、伊勢
神宮遷宮の際の内宮と外宮の起工式の写真を頂戴しました。
震災後で私自身も忙しい中で、今考えてもよくいろいろな事業を
行ったものだと思います。皆さんの協力に感謝してもしきれない
1 年間でした。大変でしたが、素晴らしい経験をさせていただい

宮﨑登志行さん
2016 - 2017年度会長


